
産地生産基盤パワーアップ事業の取組事例（30年度：計画作成主体：朝日町農業再生協議会） （富山県）

対象品目 ：水稲（産地面積87㏊）
主な取組主体：みな穂農業協同組合
成果目標 ：輸出用米出荷量の10％以上増加

基準（H28年度） 86.9t
目標（R2年度） 255.0t

導入施設等 ：整備事業(乾燥調製施設
(乾燥機、選別機、色彩選別機等))

ポイント

取組成果

【事業実施による直接効果】

①施設設備導入支援による初期投資の節
減効果
②色彩選別機の利用による品質向上効果

【事業実施による間接効果】

①担い手による作付面積が拡大し、輸出用
米の出荷量が増加
②「みな穂米」のイメージ向上

産地体制

【産地の課題及び取組方向】

安定して高品質な米であることが海外で評価されていることから、これまで以
上に海外市場への出荷を増加させ、米の需要拡大に努め、シェア拡大に取り組ん
でいく。そのために、乾燥機や色彩選別機を整備することで、高品質な輸出用米
の出荷量の拡大を図る。

地域における独自の取組

・輸出用米の販路拡大に向けたＰＲ活動
・輸出用米、米粉用米、備蓄米のプール計算方式の実施
・地域営農とも補償制度を柱とした生産調整の実施

〈主な取組〉

【産地の体質強化に向けた方策】
①高品質な輸出用米の出荷量を拡大するための施設設備の導入支援
②乾燥機や色彩選別機の整備
③輸出用米の販路拡大に向けたＰＲ活動
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輸出用米の出荷
量が501％増加
（達成率207％）

取組の概要
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富山県
朝日町

地域の関係者（県、朝日町、みな穂農業協

同組合、農業関係者等）が一体となり、事業
を推進 435.4t

109.8t

Ｈ29


